









































































































































































































































































































































































































































































さ ら に 乞 食 の 嘔吐 物 を 食 べ さ せ ら れ る 綾 瀬 の 窮 状
を 描 く 節 は 、
ま さ に エ ロ チ シ ズ ム の 極 致 で あ っ た こ と を 付 け 加 え
て お く 必 要 が あ
るだろう。
そのように、










本 来 の 冒 頭
話であった可能性を思わせる。
そ れ は 、
構 成 上 、
何らかの意図に
基 づ き 、
あ え て 第 一 話 に 「 満 珠 」 を 据 え た 可 能 性 と い う こ と で も
ある。
この推定に従うならば、「洸珠」はより強く「凩草紙」の
も つ 阻 微 を 象 徴 す る 作 と い う こ と に な る だ ろ う 。
す い し ↑ う
こ と
続 く 第 三 話 「 水 烏 山 人 狸 を 酒 の 友 と す る 話
J
で は 、
飲 酒 逸 楽
を福の因とする。
こ れ こ そ 戯 作 者 兼 狂 歌 師 の 中 良 に と っ て も 宝 暦
か ら 天 明 時 代 に 現 前 し た 沿 ぎ 去 り し 幻 彩 で あ っ た 。
か く て こ の 作
は 、
酒 と 隠 逸 へ の オ マ ー ジ ュ と し て 在 っ た 。 狸 と 交 友 を 結 ぴ 、
そ
れ に よ っ て 合 戦 の 火 の 手 か ら 逃 れ る を 得 た 主 人
公 に 、
中 良 は 十 二
． 分 の 共 感 を 寄 せ て い る 。
そ の 滑 稽 の 節 は 、
あ く ま で も 抑 制 の 内 に




と い う の
も、
周 知 の 通
・ り 、
寃 政 二 年 五 月 、
続 い て 同 年 九 月 に 、
文 述 東 漸 以 後 は じ め て の




り 浅 か ら ぬ 山 東京 伝 ・ 甜 屋 砥 三 郎 へ の 甜 烈 な 懲 罰 が 下 さ れ た ば か
禁ずる
り な の で あ る 。
( 12 } 
党 政 三 年 五 月 の 禁 令 は 四 条 。 現 代 語 に 摘 訳 す る な ら ば 、． 苔 物 類 の 新 版 は 町 奉 行 所 の 許 可 制 と す るふ早 紙 絵 本 の 類 は 、 ： ・ ・ ・ ・ 「 古 代 之 事 に よ そ へ 、
不 束 成 」 も の を
禁ずる・浮 説 を 、
写 本
な ど に し て 、 「 見 料 」 を 取 っ て 貸 し 出 す こ
とを
・ 作 者 不 明 の 徘 物 の 売 買 を 禁 ず る
と い う 内 容 で あ っ た 。
そ し て 、
さら
に 四 ヵ 月 後 に 出 さ れ た 九 月 の 禁 令 は 、
• あ ら ゆ る 出 版 物 に 対 し て 、
風 俗 を 乱 す も の を 禁 じ る
というものであった。
下 凩 草 紙 」 を そ の 内 に 含 む 寃 政 四 年 の 新 版 物 と は 、
こ れ ら の 禁












先 に 見 た よ う に 、 「 凩 草 紙
j
が党政三年十月に成ったことから
勘 案 す れ ば 、
中 良 は 九 月 の 禁 令 へ の 対 応 を そ の 後 の 一 ヶ 月 前 後 に
おいて試みたはずである。
さらに、
同 年 十 二 月 十 五 日 に 「 呻 窃凩
草 紙 」 と し て 不 時 割 印 を 受 け
る ま で （ 行 司 へ の 箪 秘 提 出 ま で ） 、
- 14 -
． 微 調 整 が お こ な わ れ た と 考 え て い い だ ろ う 。 中 良 の 読 本 で い え ば 、
「 泉 親 衡 物 語」 に 見 る ご と き 大 飛 の 入 木 訂 正 の 跡 は 「 凩 草 紙 」 に
は認められないため、
対 応 が な さ れ た な ら ば 、
そ れ は 板 刻 以 前 で






・ 山 ・ 人 」 と す る 字 解 に は じ ま り
、自
在 な 紐 で 滑 稽 と 考 証
と を 横 断 し 、
容 易 に 手 の 内 を 読 ま せ な い 。
,u9れいUしkt"
第 四 話 「 嗚 海 が 亡 盆 女 僕 に 小 袖 を 与 へ た る 話 」 で は 、
奥 向 き
の 怪 異 が 滅 亡 の 因 を 成 し た 戦 国 大 名 今 川 義 元 を 描 く 。 奇 談 と い うことで言えば、




こ れ も ま た 「 奥 」 を 描 い て 政 治 の 不 手 際 を 際 立 た せ る 柄 造 は 、
単 な る 怪 談 の 趣 向 を こ え た と こ ろ に 作 者 の 含 意 を 窺 わ せ る 。
とと
も に 義 元 の 「 他 事 な き い つ く し み 」 と 一 転 残 忍 な 惨
殺 は 、
第 一 話
を 反 復 し て 、
為政者の好色と短慮、
倣 慢 と 因 果 を 衆 目 に 晒 す 。
さづ
こと
第 五 話 「 夢 中 の 怪 ― 二 人 疵 を 得 た る 話 」 は 、
商 田 衛 氏 の 所 謂 「 三
(ll) 
人同歩」という奇親の形を借り、
馬 術 の 腕 を 以 て 「 鎌 倉 殿 」 〈 こ
こ で も ま た 頼 朝 の 登 場 で あ る ） に 取 り 立 て ら れ た 先 祖 を も つ 馬 術の 逹 人 ・ 都 槃 織 部 が 、 四 ク （ 古 代 の 遊 女 の 翌 ） に 翻 弄 さ れ る 姿 を 描く 。
と り わ け 、
近 親 相 姦 を も 暗 示 す る 、
弟 の 屑 先 に 附 み つ く 紐 部
の要・文布の姿は異彩を放っている。
と こ ろ で こ れ も 第 三 話 と 同 様 に 加ぇ の 考 証 が 展 開 す る 、
別 の 意 味
で の 前 期 読 本 の 典 型 で あ っ た 。 上 方 読 本 に 胚 胎 し た 考 証 は 、
統 ＜
江 戸 読 本 中 に 涵 焚 さ れ 、
江 戸 戯 作 者 た ち を 巻 き 込 ん で 、
文 化 期 以
降 の 「 考 証 の 季 節 」 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と と な る 。







作 者 は 官 僚 の 腐 敗 を あ か ら さ ま に 諷 す る に 至 る 。




や 作 者 の 典 意 を 窺 う 感 党 と 術 を 失 っ て い た こ と だ ろ う 。
そ の 長 さ と い い 完 成 度 と い い 、
ま た 文 勢 と い い 、 第 二 話 と と も に
こ の 短 縞 奇 談 集 の 白 眉 と 呼 ん で 構 わ な い 一 話 で あ る 。 原 話 の 蛯 絆合 せ を 闘 鶏 に し た こ と で 物 語 の 結 構 が 一 回 り 大 き く な り 、 ， 闘 弟 を論 ず る 冒 頭 部 も 映 え て い る 。
先 に 掲 げ た 寃 政 三 年 五 月 の 禁 令 、
その「不束」とは、
何 よ り も
現 政 権 へ の 批 判 や 不 満 を 指 し て い た で あ ろ う 。 穿 っ た 見 方 に な るであろうが、
そ れ ま で も っ ば ら 「 草 紙 絵 本
」を世いてきた中良に、
で は 読 本 な ら ば ど う か と い う 気 持 ち は 生 じ な か っ た で あ ろ う か 。「 古 代 之 事 に よ そ へ 、
不 束 成 」 も の へ の 禁 制 を す り 抜 け て や ろ う
と い う 思 い は な か っ た で あ ろ う か 。
こ の 年 、
ほ か な ら ぬ 寃 政 改 革 の 実 行 柑 任 者 で あ る 松 平定 信 の 白

































































































































































































































































































































































































































い し が み
さ と し
大 阪 商 業 大 学 助 教授 ）
13『
江 戸幻想 文 学 誌」 （ 平 凡 社 ） 。
14今
田 洋 一 ＝ 『 江 戸 の 本 昼 さ ん 」 （ 日 本放 送協 会 ） 。 中 良 の 定信 に 対 す る 意
．紐
は 、
こ れ を 記 し た も の を 見 い だ せ な い 現 在 の と こ ろ 、 未詐 と し て お く
以 外 に な い が 、
仕 官 か ら 五 年後 の 究 政 九 年 の 致 仕
を 、
終 生 を か け て の 帰
屈 意 緻 を 6 て な か っ た 証 左 と と る こ と は 許 さ れ る で あ ろ う 。
15中
良 が そ の 方 面 に 並 々 な ら ぬ 紫 光 を 有 し て い た こ と は 、
天 明 初 年 成 立




屁 放 大 神 大 卸 伝 」 （ 多 く は 『古事記
」
に 掲 る ） を 基 に 、
注7の
拙 若 筍 四 章術 一 節 に 論 じ た 通 り で あ る 。
.16
各 話 の 主 題 等 に っ ● て は 、
「森 島 中良 梨
j




の 意 図 に つ い て 、
一 話 ず つ の 詳 細 な 検 肘 を 経 つ つ 改 め て 論 じ た い 。
こ こ で は 、
中 良 が 「 凩 紅 紙 」 の 巻 次 （ 構 成 ） に ま で 周 到 な 注 立 を 払 っ て
い た と 類 推 す る に と ど め る 。
19困
田 氏 が 、 「 雨 月 」 と 「 凩 卒 紙 」 を 子 紺 に 比 較 さ れ た よ う に （ 注 1 論
文 ） 、
そ の こ と は 『 凩 草 紙 」 の 内 部 徴 証 か ら も 補 足 さ れ 得 る だ ろ う 。
20「
凩 卒 紙 」 を は じ め と す る 中良 の 統 本 、
延 い て は 文 事全 欣 の 馬 琴 へ の
．影
唇 に つ い て は 、
栢 を 改 め て 論 じ た い 。
〔 付 記 〕 本 稿 は 、
大 阪 商 業 大 学 研 究 奨 励 助 成 及 び 文 部 省 科 学 研 究 費 に よ る
研 究 成 呆 の 一 部 で あ る 。
天 使 の 手 帖 （ 中 原 中 也 記 念 館 ）中 原 中 也 と ラ ン ポ ー （ 中 原 中 也 記 念 館 ）藤 原 家 隆 の 研 究 （ 松 井 律 子 ）
花 と 風 ・ 陸 国 ・ 罰 の 庭 （ 秦 恒 平 ）京 営 葉 と 女 文 化 ・ 京 の わ る 口 （ ク
）
中 世 の 美 術 と 染 学 ・ 上
(11)
ク・
中 （ ク ）
11
・ 下 （ ク ）
死 な れ て
・ 死 な せ て （ ク
）
漱 石 「 心 」 の 問 題 ー 「 静 」 と 静 か な 心 と ー
(11)
北 の 時 代 ＝ 最 上 徳 内 ・ 上 （ ク ）




ク ク ク ，，， 
ク
湖 の 本 館 ）
花 石 梱 （ 乎 松 万 砂 流 ）
研 究 衆 晋 ニ ー 平安 後 期 歌 学 の 研 究 （ 和 泉 魯 院 ）第 2 回 シ ン ポ ジ ウ ム コ ン ピ ュ ー タ 国 文 学 読 演 集 （ 国 文 学 研 究 釘 科 句 集
第 三 号 （ 山 崎 勝 昭 ）
王 朝 物 甜 衆 孜|平 安 後 期 を 中 心 と し て 1 （ 大 原 一 輝 ）大 要 女 子 大 学 文 学 部 三 十 周 年 記 念 論 集 （ 大 要 大 学 ） 殴
一 四 l六




研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 ー
巣 行 本
（ 平 成 一 0 年 一 月 1 十 二 月 ）
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